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あらまし：我々は管理者用パラメータ設定機能を付した AI チャットボットシステムを開発した．管理者

が事前に設定した ChatGPT のパラメータ設定に基づき応答内容を生成する機能を有する．本機能は，教

員それぞれの教育意図に沿った役割・目的で応答するチャットボットを複数の学習者へ配布する環境を

実現するものであり，外国語教育をはじめ多くの教育分野で重要な貢献を果たすことが予期される． 
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1. はじめに 
人工知能（AI）は驚異的な速度で進化を遂げ，AI
搭載チャットボットの応答精度も向上している．

OpenAI 社が開発する大規模言語モデル「ChatGPT」
は会話的なテキスト生成に焦点を当てており，その

最新モデル「GPT-4」はユーザーに違和感を抱かせな
い対話を実現している(1)． 
たとえば外国語学習の文脈において，この対話機

能を利用して模擬的な会話練習を試みる者は少なく

ないと推測される．しかし，ChatGPTはプロンプト
と呼ばれる入力に基づいて反応し，質問への回答，

会話の継続，新しいテキストの作成等を決定するこ

とから，望ましい結果を得るためにはそれらのパラ

メータを設定したプロンプトの作成能力が不可欠で

ある．このシステム側およびユーザー側についての

役割や対話目的を明確に記述するプロセスが，ユー

ザーにとって一定の負担となっている現状がある． 
我々は教育用チャットボットの開発的研究に取り

組んでおり，外国語の教員を想定した管理機能を有

するチャットボットシステム等を開発してきた(2) (3)．

それらを応用し，パラメータ設定機能を付した

ChatGPT搭載チャットボットを開発した． 
 

2. 開発システム概要 
本システムは，管理者と一般ユーザーという一対

多の関係性に基づいた利用を前提とし，設計した．

管理者が AI の役割や対話目的の設定に関する各種
パラメーターを決定すると，システムはそれを保持

し自動送信する機能を有する．それにより，ユーザ

ーはプロンプトを入力せずとも，起動ワードを入力

するだけで， ChatGPTとの会話が始められる． 
開発システムは，LINE上で動作する AIチャット
ボット，その管理システム，データベースで構成さ

れる．チャットボットには個別メッセージ配信機能

として LINE Messaging API(4)を，応答内容の生成に

は OpenAI Chat API (5)を用いている． 

管理者はブラウザ経由で管理者用設定画面にアク

セスし，メッセージ配信機能の設定および ChatGPT
のパラメータ設定を行う．メッセージ配信機能とし

ては，起動ワード（会話開始のトリガーとなる語を

複数設定可能）や起動時の表示テキスト（ユーザー

が起動ワードを発した際に最初に表示させるメッセ

ージ）の設定がある．ChatGPTのパラメータは原稿
投稿時点で以下を設定可能としている． 

(1) 利用する ChatGPTのモデル 
(2) サンプリング温度（生成文章のランダム性を

0から 2の間で設定する） 
(3) 事前設定１（ChatGPT側の役割設定など） 
(4) 事前設定２（ユーザー側の役割設定と対話目

的など） 
(5) 対話のターン数 
(6) 対話終了時のテキスト生成用プロンプト 
一般ユーザーは LINE から「友達追加」機能によ
り本チャットボットを登録する．友達追加のための

QRコードは管理者用設定画面から出力できる． 
図１，２に英語学習の文脈で検証した事例を示す．

管理者には英語の教員を，一般ユーザーには英語学

習者を想定している．図１は管理者用設定画面の一

部である．本例では ChatGPT側に英語学習者との会
話練習をする役割，ユーザー側に初級の英語学習者

として会話練習を希望する役割等を設定しており，

モデル「GPT-4」を用いて３ターン分の対話をした後
にフィードバックを返すよう設定した．図２は設定

が反映されたチャットボットで英語学習者であるユ

ーザーがチャットをした画面である．ユーザーがチ

ャットボットとのトーク画面から起動ワードである

「Hi」を入力すると，起動時の表示テキスト「Hey 
there〜」が表示され，応答待ち状態となる．その後，
設定パラメータ(1)(2)(3)(4)に基づいた対話が行われ，
ユーザーが３回の送信（設定パラメータ(5)）を終え
ると，設定パラメータ(6)が ChatGPT に自動投下さ
れ、生成されたテキストを返し，対話を終える． 

 

D5-2

― 283 ―



 
3. おわりに 
本稿ではパラメータ設定機能を付したChatGPT搭
載チャットボットの概要を述べた．本機能は，教員

それぞれの教育意図に沿った役割・目的で応答する

チャットボットを作成し，複数の学習者へ配布する

ことを可能にする．ユーザーにとっては毎回起動時

に設定のためのプロンプトを送信する必要がなくな

ることから，継続的な利用を促進する効果が予期さ

れる．本稿では外国語学習の例を示したが，多くの

分野で活用が期待できることから，引き続き必要機

能の検討と効果検証を進める． 
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図 1 管理者用設定画面 図 2 トーク画面 
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